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「津八幡宮祭礼の史料と画像」伊勢津八幡神社祭礼画巻
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「神々を繋ぐ者」兵庫県加西市和泉町池上の日吉神社の竜王の舞（橋本論文）

写真2 写真1

写真4 写真3
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「神事と祭礼」滋賀県野洲郡野洲町三上・御上神社の祭礼康條論如

、210月9日　甘酒行事　lll一朝、

　に集合した頭人

llゴ酉f」㍉拝ソ．）撒こy）（こ」下辰愛 1‘10月9日　甘酒行事　｝1｜’朝、f～’［Il’，神社に供えられた

　各頭人からの御llいメズシ・巾；漬・11’1｝｝巾　1．｝1央に見える

　のは鮭の代わりに供えられた魚（1｝．1芋の襲のヒに置くトニ

＼灘難

‘410月9日　甘酒行事　川社に保管してあるずいき伸
　1輿．0）十rを亥くに］」って戊甫る

3．10月9日　甘酒行事　／lil‘］1・の後、神杜の社務所でず

　いき神唄に付ける川撲を取っている猿の人形を受け取
　るり頁人

6．10月11日　湯立て　頭人宅の神棚

ら10月11日　湯立て　頭人宅の床〃川1
　に作：ら〕Lた1朋ヒfl！こえ‖勿
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．8．10月11日　湯立て　湯を沸かして祝詞が読まれた後、

　床の間前で頭人も入って神事が行われる

．710月11日　湯立て　頭人宅の台所横での神’1｝・もと

　は竈の行事であったが、現在は竈のある家はないので
　τ三～月斤二㌃でi易をi・ルカ・して子rう

・10」0月13日　頭渡し　公文の家で行われる頭渡しの行
　］1　日UrW茜寸よ乏1文o）1也、　ノ♪｛じθ）三」∬ノ＼、＞1弓！イト（フ）1∫貝ノ＼、〉翌々

　年の頭人である　写［‘〔は長之屋の頭渡しの様∫・

，910月13日　頭渡し　’r後Lll寺頃から各公文の家で頭

　渡しが行われる　出席するために提灯持ちを連れて家
　　を出る頭人
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↑110月13日　頭渡し　別渡しの朝、各公文から頭ノ＼宅

　に配られる川・き日けのひな型　写真は長之屋のもの
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⑬10月14日　本祭　楼門前に一・旦、各頭人はずいき神

　輿を置いて御祓いを受ける。

⑫10月14日　本祭　頭人宅から神社に出発するずいき

　神輿．、先頭は子供が努める竹を持つ露払い

’
▲
　
’
零｛、　　

も

・
　
ー
．

弘・微o・

‖

糞△

⑮10月14日　芝原式　芝原式の前に各頭人が持参した

　花びら籠と花びら餅，楼門前の台の1二に置かれる、

雪
⑭10月14日　本祭　神事の前にずいき神輿を拝殿に置

　き、その前に頭人が座る

⑰10月14日　芝原式　東西公文からの来年の頭人の書

　き付けが総公文（長之屋公文）に渡される一

⑯10月14日　芝原式　公文と頭人の前に花びら籠と花
　びら餅が置かれる、
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⇔10月14日　芝原式　猿田彦の面を被り矛を

　たばさんで登場した宮仕。

⑳10月14日　芝原式　矛で突いた後、鼻の下に

　一度左手をつけ何かを飛ばす真似をする宮仕。

⑲10月14日
　する宮仕。

芝原式　長之屋の公文を矛で突く真似を

⑳10月14日
　の相撲。

芝原式　芝原式の最後に行われる子供

25



⇔5月21日　春祭り　’r成11年

　から5月第3週の日曜口に行わ
　れるようになった。拝殿に置か

　れた神輿。中央が大宮、奥が若
　ψ「、　丁甫∬カご1・‡単‖而。

議

＠5月21日　春祭り　本社を川発する渡御、旗を先頭

　に露払いの子供2名、猿田彦、御供持ちの順．かつて

　の面影はない、

⑳5月21日　春祭り　午後から行われる本社前での神
　」［現在は子供神輿が中心になっている．

㊧5月21日　春祭り　御旅所汰神での神事，

噸’

⑮5月21日　春祭り　御旅所三大神に人る　一行＝
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⑳東林寺の集落と三上山 ⑳御上神社の境内を流れる神の井

⑳大中小路の集落　後方に見えるのが三上山、 ⑳前田の集落　中央に見える大きい屋根の建物はかつて

　の西座の公文を努めた照覚寺。

姦㌔

⑫北桜の集落と三上山

　側に位置する一

　　　　　．竺藁

・・逼灘
　　　　　鷲

三上とはちょうど三上山の反対

騨

⑳妙光寺の集落
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「神事と祭礼」御上神社・春祭祭礼絵巻（東條論文）
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「村落祭祀の機能と構造　滋賀県草津市下笠町の頭屋行事　」（宇野論文）

①一族衆と蛇縄　今村の頭屋の一族衆

　によって製作された蛇縄。

④直会と老長たち　老杉神社拝殿において、

　8か村の老長の前に撤下された神撰が配膳

　される。そして直会が厳粛に行われる。

②御供を掲く　頭屋宅にて、設営されたフネの上で独特のウス・

　キネを用いて御供が激しく掲かれる。

③神饅運搬と社参

　奉納する。

調製された特殊神撰を・族衆が担いで神社へ
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